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研究報告
水野 信太郎
北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
抄 録
本稿では東北地域のほぼ中央・岩手県花巻市と北方４０㎞の盛岡市を調査して，生涯学習活動
やまちづくりを報告する。ここでの生涯学習は，宮澤賢治（１８９６１９３３）作品や賢治自身の生
涯に起因するものである。研究対象となる生涯学習やまちづくりには，賢治作品中の登場者だ
けでなく宮澤賢治の足跡という歴史的事実そのものが含まれる。
宮澤賢治は著名な詩人であり，童話作家としてもよく知られる人物である。その彼が，平成
２３年（２０１１年）３月１１日（金）１４時４６分に発生したマグニチュード９．０の東日本大震災による
被災者から，より一層の注目を集めるようになった。理由は賢治が，傷つき日々苦しむ人々に
とって励ましを与えてくれる作品の作者だからなのである。本稿では平成２３年度の動向をふり
返りながら，生涯学習とまちづくりの現況を報告する。
キーワード： 東北，東日本大震災，雨ニモマケズ，歴史的建造物，観光資源，石川啄木
On the Lifelong learning and the Town Planning by Kenji
Miyazawa Works and the His Life in Hanamaki City，
Morioka city and Iwate prefecture in ２０１１
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Summary
This paper is the induction report on the lifelong learning and the town planning in Iwate prefecture
Tohoku regionOne famous man of letters is the source of the lifelong learning and town planning in Iwate
prefecture It letters is Kenji Miyazawa	Kenji Miyazawa was born in Iwate He is a
famous poet and the most famous writer of fairy talesI reveal that the lifelong learning and town planning
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Ⅰ は じ め に
学習意欲を持つ誰もが，いかなる時でも，どのような
場所でさえ学習する環境を保障するのが生涯学習社会で
ある。それには施設と指導者とプログラムが不可欠であ
り，時にはチームメイトが必要となる。生涯学習は学校
教育と対になる「社会教育」を意味しながらも自らが能
動的に学ぶ姿勢を示す表現と位置づけられる場合と，そ
うではなく学校教育と社会教育の両方を統合した大きな
概念を指す場合の２通りがある。いずれの考え方であっ
ても，学校教育の範囲内では学習が難しい分野にまちづ
くりがある。
まちづくりはネットワークなど人づくりであると同時
に，ものづくりや都市整備など具体的な技術面での実践
活動である。現実の経済活動も含む。まちづくりは，や
はり就学年齢対象者が学ぶ学校教育では限度がある。本
稿では，多くの場合に学校教育では取り入れられること
の少ないまちづくりにも注目して研究を進めたい。
Ⅱ 宮澤賢治と北海道
従来から宮澤賢治（写真－１参照）と北海道の関係に
ついて論じられることはあった。その大半は賢治が道内
を訪れた事実を検証するものである。彼は大正２年
（１９１３年）５月に岩手県立盛岡中学校５年生の１人とし
て修学旅行で初めて北海道を旅している。次は同１２年
（１９２３年）７月で，樺太までの旅程であった。この目的
は当時奉職して１年半余り経過した岩手県立花巻農学校
での教え子の就職依頼であった。依頼の相手は，樺太の
当時の豊原で製紙工場に勤めていた人物である。その人
は盛岡高等農林学校において宮澤賢治の１年先輩であっ
た。この北紀行には実は，前年の１１月２７日に早世した妹
トシへの鎮魂の思いが込められていた。賢治自身からす
れば傷心旅行に他ならない。
最後の北海道旅行が，その翌年に続く。大正１３年
（１９２４年）５月のことである。農学校教師として，生徒
たちを修学旅行に引率してきた。この時に花巻出身の北
海道帝国大学初代総長・佐藤昌介を訪問し，花巻農学校
を３年制にした上で充実する際には力添えを頂きたいと
頼んだ。佐藤の専門は農業経済で，農学分野に関係が
あったからである。
賢治の北海道旅行は上記３度であった。北海道へ来る
ことが３回というのは，郷里の先輩である石川啄木
（１８８６１９１２，写真－２参照）と一致する。啄木の場合
には，次姉トラの夫・山本千三郎が鉄道マンとして道内
に勤務していたので，北海道には縁が深い。
最初も，現小樽駅にあたる小樽中央駅の駅長をしてい
た姉夫婦を訪ねた。明治３７年９月末から翌月中旬まで。
２度目の来道も次姉夫妻を頼って，同３９年２月に函館の
夫婦を訪ねた。啄木が３回目に北海道へ渡ったのが有名
な道内漂泊の１年間で，明治４０年５月から翌４１年４月ま
で函館，札幌，小樽，釧路と腰を据えることなく終わっ
た。
東日本大震災よりも前から，宮澤賢治の足取りを北
海道内でまちづくりに活かそうという発想はあった。
たとえば苫小牧市の市民団体が試みている事例がある。
【苫小牧】童話作家で詩人の宮沢賢治が苫小牧駅に
降り立ってから八十五年。その足取りをたどりながら
地域の歴史に触れる散策コース「賢治トレイル」づく
りを苫小牧の市民団体が進めている。五月には試作
コースを歩く「２００９賢治ウオーク」を企画。パンフ
レットづくりや，賢治が訪れた他の地域との連携も検
討中だ。（佐藤元治）
との内容注１）。ここで記載している八十五年前とは，修
学旅行の引率者としての来道時である。大正１３年（１９２４
年）５月のことで，彼にとっては最後の北海道旅行だっ
た。
北海道新聞に「旅」見る・聞く・探す，がある注２）。
ここに「賢治先生の家（岩手県花巻市）」が掲載された。
写真－３の建造物だ。前年の同じ紙面で「啄木の古里」
も載った。こちらは旧渋民尋常高等小学校と旧斉藤家，
啄木新婚の家，そして本稿に直接関係する「もりおか啄
木・賢治青春館（写真－４）」ほかが紹介されてい
る注３）。
北海道札幌市内において，東日本大震災以降に宮澤賢
治に関する講演会がもたれた。２０１１年５月２１日（土）札
幌市中央図書館での「第８回サイエンス・フォーラ
ム」，「宮沢賢治の地的世界」である注４）。これは茨城県
つくば市にある独立行政法人 産業技術総合研究所 地
質標本館が，２０１０年１１月１６日から２０１１年１月３０日に開催
した「地質標本館特別展 イーハト－ブの石たち ―宮
沢賢治の地的世界―」の展示に沿って発表された注５）。
同研究所の加藤碩一（かとう・ひろかず）フェローによ
る講演内容は，宮澤賢治が作品中に登場させた鉱物を
個々にとり挙げて具体的な色彩などを特定するという興
味深いものであった。上記の展示などは東日本大震災を
全く予期せぬ時点での企画であったが，２０１１年春季以降
になって賢治への注目が高まったため，その社会的意義
にも変化が見られた一例といえよう。
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岩手県生まれの詩人，宮沢賢治の詩「雨ニモマケ
ズ」が，東日本大震災の被災者の心の支えになってい
るという注６）。
この書き出しで始まるコラムは賢治が北海道の穂別
（現むかわ町内）に及ぼした影響を紹介している。第二
次世界大戦後間もない頃，公選された村長としては初代
の人物が，
（中略） 目指したのは賢治が描いた理想郷「イーハ
トーブ」。その業績がなかなか興味深い。／病院を創
設し，６５歳以上を無料とした。月謝不要の高校を建て
奨学金制度を導入，道内初のスクールバスも走らせ
た。／最も力を注いだのが水力発電所建設計画だ。村
予算の３倍を超す大事業で最終目標は発電収入による
無税の村だった。
（後略）
直接には宮澤賢治と結びつかないという見方も出そう
だが，北海道の自然に関わる報道があった注７）。自然科
学者の賢治がこの現象を見たらどう考えたろうか。２０１１
年度は大地震と大津波のみならず自然界の動物注８）や食
料となる木の実注９）そして気候面では異常なほどの大
雪注１０）に見舞われた１年である。特に賢治がクマやヒト
など自然界の生き死に対して向ける眼差しは，特異な透
徹した思いに裏付けられている注１１）。なお大雪に関して
加えれば，北海道以外の地にあっても記録的な積雪量が
示されている注１２）。
Ⅲ 東日本大震災からの新しい動き
東日本大震災は歴史的な事件であった。その実態は自
然災害として史上まれに見る大きなものである。しかも
人為的な災害が上乗せされた可能性も問われている。本
稿では人々の心に与えた影響が，当震災の前と後とで
違ってきた点に意を注ぎたい。まさしく歴史に残る大震
災であった。
当然ながら心のケアが望まれる。賢治だけでなく，石
川啄木への関心も高まっている。啄木をテーマにした催
しが，２０１１年春に早速もたれた。これは以前から啄木作
品を追い続けてきた新井満氏の呼びかけに応じる形で
「啄木文庫」の函館市文学館が開催した。ここでは文学
や音楽のみならず，「啄木と災害」という講演などもな
された注１３）。
啄木報道は新年以降２度ほどあった。直接には２０１２年
４月１３日が石川啄木の没後１００年目となることに起因し
ている。しかしながら，どちらの記事も地震や津波への
視点を欠いていない。ひとつは啄木研究者たちへのヒア
リングをした上で，ふるさとへの思いや故郷との絆を掘
写真－１ 花巻農学校の教壇に立つ宮澤賢治（木版画：水野制作）
写真－２ 北海道を旅した当時の石川啄木（木版画：水野制作）
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写真－３ 花巻農業高等学校に残る「羅須地人協会」賢治先生の家 写真－６ 羅須地人協会「賢治先生の家」前庭に建立された賢治像
写真－４ 旧第九十銀行を再利用した「もりおか啄木・賢治青春館」 写真－７ 岩手大学農学部の旧盛岡高等農林学校本館と宮澤賢治像
写真－５ 花巻市街で見られる宮崎童話に登場する動物作品の一例 写真－８ 岩手大学「百年記念館」同窓会館「宮澤賢治センター」
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り下げている注１５）。残るはこれから始まる連載の第１回
目だが，その内容は津波をおこした海そのものであっ
た注１４）。
啄木以外でも日本近代の文化人たちと災害にまつわる
内容が散見される。近代の科学技術は前に進むことだけ
によって生活を向上させてきた。行き着く先への不安
を，夏目漱石は小説『行人』の主人公に語らせていると
いう。記事の執筆者は「漱石の予言」と題した上で，こ
の度の東京電力福島第一原子力発電所の事故として指摘
するのである注１６）。
美術界からは，当時の正当な画壇とは立場を少し異に
しながらも国民的な画家であった竹久夢二が，関東大震
災後にその実情をスケッチにコメントを付して記録した
行為を紹介している注１７）。
くわえて下記は民俗学の父と称される柳田國男に関す
るものである。
柳田国男の「遠野物語」で知られる岩手県遠野市に
は，民話のふるさとにふさわしい地理的な条件が，も
ともと備わっていたようだ。／地図を開くと分かりや
すい。花巻と釜石を結ぶ JR釜石線のほぼ中間地点に
位置する遠野は，古くから「四方八方に道が延び，東
西南北にある峠を越えて，釜石や花巻や盛岡とつな
がって」いる交通の要衝だった注１８）。（後略）
太平洋岸と，日本列島の背骨に近い北上川方面の東西
両方向へ行き来することができる中継地が遠野だ。今回
は孤立した大槌町・釜石市・大船渡市・陸前高田市へ，
遠野市が物資を調達して自前のボランティア支援を展開
した。この事実を「後世に語り継ぐべき新たな物語」つ
まり明日の遠野物語と提案している。遠野を通る JR釜
石線は，宮澤賢治が『銀河鉄道の夜』を生み出した岩手
軽便鉄道の後身にあたる。
震災以降に当地で明るい話題があった。平泉の寺院群
が世界遺産に選ばれたことである。岩手県の「平泉の文
化遺産」として登録された注１９）。この中には国宝に指定
されている建造物の中尊寺金色堂などが含まれる。この
時期にこそ，東北全体が復興する弾みにしたいという思
いは大きい注２０）。
Ⅳ 宮澤賢治を巡る大震災後の動き
東日本大震災による厳しい状況下で宮澤賢治の詩と人
柄に多くの人々が救われ，明日への力を与えられつつあ
る。その代表作は余りにも有名な「雨ニモマケズ」とい
う詠いだしで知られる詩である。この詩歌が日本国内は
もとより，広く海外からも今あらためて強く注目されて
いる。具体例のひとつは平成２３年１１月２６日付けの大きな
記事だ。
（前略）これが一つのきっかけとなり，「雨ニモマ
ケズ」は国内はじめ，米国，英国など海外の追悼行事
でも朗読されている。（中略）／宮沢賢治記念館（岩
手県花巻市）の牛崎敏哉副館長は，賢治の挫折や悲し
みに思いをはせ，「病床で絶望的な状況の中で，書か
れている。だからこそ，大震災の中で人々の気持ちに
寄り添い，支えになったのではないか」と見る注２１）。
また別の紙面では今回の大震災とは直接関係はないも
のの「雨ニモマケズ」の話題があった注２２）。やはり本年
度は雨にも負けないで活きていくことが切望された年で
あった。
「雨ニモマケズ」だけでなく，他の作品も脚光を浴び
た。『セロ弾きのゴーシュ』である注２３）。原作を，チェロ
の生演奏をまじえた人形劇として表現する試みで，生涯
学習に合致する。演劇の舞台活動は名古屋市港文化小劇
場などでも続けられている。ここでは『セロ弾きのゴー
シュ』だけでなく『注文の多い料理店』ほかも公演され
ている。
「雨ニモマケズ」に関して別な点から論じる一文があ
る。筆者にとって文学史研究面での恩師といえる方の筆
による。前橋出身の師である萩原朔太郎とその親友であ
り金沢出身の室生犀星２人の愛弟子にあたる詩人・伊藤
信吉は，萩原恭次郎作「もうろくずきん」という詩を
『萩原恭次郎詩集』より引用した上で，次のように記し
ている。
この詩は昭和九年三月，雑誌「文学評論」に発表さ
れた。当時はすでに日本軍の大陸侵攻が着々と行わ
れ，一日ごとに軍事支配が強化されていた。（中略）
／作品に浮かんでくる場所，その背景は赤城山麓の寒
村である。いまは前橋市に編入されたけれども，萩原
（ママ）
恭次郎が生まれた群馬県勢多郡南橘村は，赤城 麓の
山にかかる地帯だった。そこの冬の農家。貧農の「お
やじ」が出稼ぎにゆく。出稼ぎにゆかねば食えぬ一
家。出稼ぎしても足らぬ窮乏。昭和四年以来の経済恐
慌と，それに重なって進行した農業恐慌。救農土木事
業というあわれにも貧弱な施策が行われ，手弁当四十
銭の日当で，百姓たちが道路工事にはたらいた寒々と
した冬。この「おやじ」がどこへ出稼ぎにいったかは
分からないけれども，昭和九年ころの農村は，そのよ
うに暗く冷たく沈んでいた。東北農村の窮状のただ中
で，宮澤賢治が「雨ニモマケズ」を作ったのもその時
期だった。「雨ニモマケズ」は一つの実践の意思や願
望を述べたものだけれども，それは農村窮乏の現実を
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背景にする言葉だった。「もうろくずきん」の別れは
貧農全部の別れであり，生活の呻きであり，悲哀と悲
しみの表現だった注２４）。
としている。なお，この詩「もうろくずきん」の正確
な題名は，
もうろくずきん
――おやじが家出をする。
出稼ぎとは話が好すぎる――
というものである。主題とされている「もうろくずき
ん」については，恭次郎自身がその詩の最後に
こん
〔註〕もうろくずきん―厚ぼったい木綿の紺や黒の
頭巾兼襟巻。冬になると私の生れた地方（百姓）は
これを唯一の防寒具とする。雪の日なぞも傘も持た
（ママ）
ず，もうろくの上に雪をつもらせて，馬を引いたり
して行く。
と注記を付ける。決して豊かさの象徴ではない「もうろ
くずきん」を被って農村の男たちは，出稼ぎに出る。見
送る者も，やはり厚ぼったい黒い布を被っている。同じ
く「雨ニモマケズ」の背景にも厳しさがある。だからこ
そ惨事の下で，人々に寄り添ったのだ。
Ⅴ 宮澤賢治の文学的変遷
賢治自身の文学上の歩みは短歌，詩，童話の順にその
形式を発展させてきた。その意味において宮澤賢治とい
う文学者は歌人であり，詩人であり，童話作家でもあっ
た。
歌人としての出発は盛岡中学校の１０年ほど先輩である
石川啄木から直接の影響を受けた。直接とは文学史上で
既に高い評価が確立されている歴史的人物による過去の
作品ではなく，ふるさとの先人に対する親しみを感じら
れる故その世界へ入ったことによるという意味である。
明治４４年から賢治の作歌が始まる。この前年末，同４３年
１２月１日に石川啄木の『一握の砂』が刊行されたためで
ある。
賢治の詩作は大正期からといえよう。同６年頃から書
き始め，８年には他者に読み聞かせた可能性がある。一
方，大正期後半の９年からは童話に手を染める。自分の
思いを広く知ってもらうために，童話という形式を考え
るようになる。大正１０年には異常とも思えるほど大量の
童話原稿を激しい勢いで執筆していたことが知られてい
る。
Ⅵ 宮澤賢治を種子とした生涯学習
以下，本稿の主題である宮澤賢治を種子とした生涯学
習を，彼のふるさとに学びたい。まず花巻市と盛岡市に
おける宮澤賢治の作品と足跡を，一般市民ならびに来訪
者に告げる活動をとりあげる。これこそが生涯学習とま
ちづくりの具体例だからである。
かつては岩手県においては石川啄木が著名な人物で，
宮澤賢治はマイナーな存在であったという。このような
中で展示・研究施設を建設した。旧市街地からは東に離
れた花巻市矢沢に位置する宮沢賢治記念館である。敷地
内には彼が設計した幾種類もの花壇を再現した。宮澤賢
治の世界を立体的に見せて，生涯学習の一端とする工夫
である。
花巻市内では賢治作品ゆかりの造形が公共空間や私邸
などに散在する。ふくろう（写真－５参照）が最も多見
されるが，それだけでなく山猫，きつね，りす，かえ
る，よだか，ねこ。植物ではどんぐり，くるみ，かしわ
などが散見される。生き物だけでなくチェロや銀河鉄道
列車などまで現れる。そして何よりも宮澤賢治自身が彫
刻のモデル（写真－６および７）となっている。賢治童
話など作品中の登場者と同等なほど，彼は都市景観の一
部分をなしている。それだけ宮澤賢治が生活し歩いた舞
台が歴史の教室となって，わたしたちの生涯学習の種子
となっているのである。
さらに花巻市も盛岡市も賢治ゆかりの歴史的建造物を
保存し，まちづくりの中で位置づけている。とりわけ岩
手大学や岩手県立花巻農業高等学校ならびにそれらの同
窓会（写真－８）などは，積極的にその姿勢を示している。
残念ながら花巻市教育委員会のイーハトーブ市民大学
や岩手大学による宮澤賢治センターの活動などを記述す
る紙面が尽きてしまった。それら学習会や見学会の実態
を詳細に報告することは次報に譲ることをお許しいただ
きたい。
Ⅶ む す び
本稿は平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に
よって被災した東北地方への強い関心から出発してい
る。当然それ以前から当該地域においては，生涯学習も
まちづくりも実践されていた。しかし同大震災以降に
あっては，それらを取り巻く事情に甚だしい変更点が生
じたであろう事は容易に推測される。単年度の調査研究
であったため本稿だけでは，上記の問いかけに直接応え
得るだけの成果を挙げることはできなかった。ただし宮
澤賢治という非凡な人格が地元では勿論，日本中そして
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海外からも２０１１年の春季以降，大きく注目されているこ
とを明らかにすることができた。したがって今後とも
「宮澤賢治を種子とする生涯学習とまちづくり」活動
は，より一層つよく推進されていくに違いない。それだ
けでも東日本大震災が「生涯学習」に与えた影響の大き
さは計り知れない。
また宮澤賢治自身が生涯学習の実践者であった。確か
に，ふるさとを見詰め続けるという行為もまた生涯学習
のひとつであることに違いない。彼はそのことを継続し
続けた。宮澤賢治という文学者であり教育者そして優秀
な自然科学研究者の足取りは，東日本大震災を経験した
私たちにとって必ずや今後の方向を示してくれる指針と
心のよりどころを与えてくれる安堵感の象徴となり得る
ものである。
最後に賢治が文学作品を物した出発点である短歌とい
う形式をもって，筆者なりの本リポートの総括を試みた
い。歴史的な都市景観の形成という営みも，まちづくり
活動のひとつである。
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はその成果を報告したものである。そのほか伊藤信吉先
生など先人の歴史的な研究成果に負うところ大であっ
た。深甚なる謝意を表すものである。
本年度の現地踏査においては花巻市の宮澤啓祐花巻商
工会議所会頭，牛崎敏哉まちづくり部宮沢賢治記念館副
館長，佐藤正眞まちづくり部生涯学習課課長，菊池剛史
まちづくり部生涯学習課生涯学習係副主任，盛岡市では
岩淵美保岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課主査，
同市の（有）＜盛岡＞設計同人の渡辺敏男代表取締役
に，一方ならぬお力添えを賜った。さらに佐々木茂喜先
生，国立大学法人岩手大学宮澤賢治センター代表の岡田
幸助教授，同センターの佐藤竜一氏，同大学ミュージア
ム解説ボランティアの会の佐々木三代四氏からも特段の
御配慮を賜った。とりわけ宮澤氏を御紹介くださった
佐々木博士（医学）には重ねて心より感謝を申し上げ
る。財団法人石川啄木記念館の菅原壽館長ならびに山本
玲子学芸員，函館市文学館の森武館長からも終始ご指導
をいただいている。末尾になってしまったが，この紙面
を拝借して感謝の意を表する次第である。
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注１）佐藤元治：「賢治の足跡 地域でたどる／苫小牧
の市民団体 散策コースづくり／来月催し 試作
ルート歩く」，『北海道新聞』，北海道新聞
社，２００９年（平成２１年）４月６日
注２）辻岡英信：「「旅」見る・聞く・探す 賢治先生
の家」「日曜 navi（ナビ）」，『北海道新聞』，北海
道新聞社，２００９年（平成２１年）１１月２９日
注３）佐藤隆一：「「旅」見る・聞く・探す 啄木の古
里」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２００８年（平
成２０年）８月１７日
（ママ）
注４）北海道新聞社：「宮沢賢治の世界／地質学からの
分析」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１１年
（平成２３年）５月１３日
注５）独立行政法人 産業技術総合研究所 地質標本
館：『地質標本館特別展 イーハト－ブの石たち
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―宮沢賢治の地的世界―』，独立行政法人 産業
技術総合研究所 地質標本館，２０１０年１１月１６日
注６）宇梶義広：「今日の話題 賢治と穂別」，『北海道
新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平成２３年）８月
２日
注７）竹内桂佑：「住宅地，シカ出没多数／市内目撃情
報，すでに昨年の倍の９件／銃，吹き矢使えず市
は苦慮」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１１年
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（平成２３年）１０月４日
注８）北海道新聞社：「札幌の住宅街／クマ目撃３
件」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平
成２３年）１０月６日ならびに川浪伸介：「親と離れ
た子グマ２頭か／札幌・中央区で目撃相次ぐ／南
区・豊滝附近から移動？／警戒心なく住宅街
へ」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平
成２３年）１０月７日
注９）北海道新聞社：「クマ出没最多の恐れ／ドングリ
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社，２０１１年（平成２３年）１０月６日
注１０）北海道新聞社：「空知また雪／日常大混乱／岩見
沢周辺 動かぬ国道／JR 運休今冬最多２３１本／給
食届かず非常食」，『北海道新聞』，北海道新聞
社，２０１２年（平成２４年）２月９日，Ｐ－１および
北海道新聞社：「凍結で渋滞／作業員立ち往生／
長引いた交通まひ」，『北海道新聞』，北海道新聞
社，２０１２年（平成２４年）２月９日，Ｐ－１ならび
に北海道新聞社：「暴れ雪 ぐったり／空知直撃
足止め 未明まで」，『北海道新聞』，北海道新聞
社，２０１２年（平成２４年）２月９日，Ｐ－２７そして
北海道新聞社：「落雪に埋まる？／自宅前，８６歳
死亡」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１２年
（平成２４年）２月９日，Ｐ－２７さらに北海道新聞
社：「市電の架線切れ／一部区間不通に」，『北海
道新聞』，北海道新聞社，２０１２年（平成２４年）２
月９日，Ｐ－２７
注１１）北海道新聞社：「卓上四季」，『北海道新聞』，北
海道新聞社，２０１１年（平成２３年）１０月８日，Ｐ－
１
注１２）舞鶴市秘書課広報広聴係：「豪雪で市民生活に支
障／観測史上最高の８７を記録」，『広報まいづる
№８９６ 平 成２４年（２０１２年）２月１６日 号』，舞 鶴
市，平成２４年（２０１２年）２月１６日，Ｐ－１
注１３）北海道新聞社：「啄木の故郷・岩手支援／新井満
さん呼びかけイベント／来月 函館で朗読や講
演」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平
成２３年）４月２１日
注１４）北海道新聞社：「石川啄木 没後１００年 「一握
の砂」生んだ北海道体験／募る望郷 漂白の歌／
絆の重み 被災者共感 勤め人経て国民詩人
に」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１２年（平
成２４年）１月４日，PP．１０－１１
注１５）黒川伸一：「啄木と海／命の鼓動 魂の叫び／心
に深く刻まれた大森浜／津波被害の三陸が原
点」，『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１２年（平
成２４年）１月３０日，Ｐ－１３
注１６）神谷忠孝：「魚眼図／夏目漱石の予言」，『北海道
新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平成２３年）７月
７日
注１７）目黒雄司：「今日の話題／夢二と震災」，『北海道
新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平成２３年）８月
２７日，Ｐ－１
注１８）川嶋信義：「今日の話題／明日の遠野物語」，『北
海道新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平成２３年）９
月１日，P－１
注１９）北海道新聞社：「平泉 世界文化遺産／東北初，
再挑戦実る」，『北海道新聞』，北海道新聞
社，２０１１年（平成２３年）６月２６日，Ｐ－１
注２０）北海道新聞社：「平泉世界遺産／鎮魂「東北の祈
り」届く／登録効果を被災地全域へ／復興のシン
ボルに期待」，『北海道新聞』，北海道新聞
社，２０１１年（平成２３年）６月２６日
注２１）福田淳一：「編集委員報告／宮澤賢治の代表作／
「雨ニモマケズ」／震災機に再び光／「人の役に
立ちたい」思い結晶／病床からの祈りと願い」，
『北海道新聞』，北海道新聞社，２０１１年（平成２３
年）１１月２６日
注２２）松下文音：「まど／雨ニモマケズ」，『北海道新
聞』，北海道新聞社，２０１１年（平成２３年）１２月２
日
注２３）渡部淳：「「セロ弾きのゴーシュ」／元札響首席
チェロ奏者と“協演”／２０人で操演／大作人形劇
／来月４日から札幌公演」，『北海道新聞』，北海
道新聞社，２０１２年（平成２４年）１月３０日
注２４）伊藤信吉：「萩原恭次郎 詩における思想の体
験」金子光・小熊秀雄・北川冬彦・小野十三
郎・高橋新吉・萩原恭次郎・山之口貘・伊東靜
雄・中原中也・立原道造・草野心平・村野四郎：
『現代日本文學大系 ６７ 金子光・小熊秀雄・
北川冬彦・小野十三郎・高橋新吉・萩原恭次郎・
山之口貘・伊東靜雄・中原中也・立原道造・草野
心平・村野四郎集』，筑摩書房，昭和４８年７月２０
日，PP．３９８４０２
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